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お
か
げ
さ
ま
で
三
選
を
果
た
し
、

永
田
町
の
真
ん
中
で
働
い
て
い
ま
す

平成２６年 衆議院議員選挙結果
候補者名 得票数 得票率

　当 土屋 正忠

　菅 直人

　ゆうき 亮

106,143

89,877

35,699

４5，81％

38，79％

15，41％

土
屋
正
忠
代
議
士
は
衆
議
院
で
、

国
家
財
政
や
日
本
銀
行
等
の
金

融
政
策
を
所
管
す
る
財
務
金
融

委
員
会
の
理
事
。全
国
47
都
道
府

県
と
1
7
4
0
区
市
町
村
を
支

え
る
地
方
行
政
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
Ｎ
Ｔ

Ｔ
な
ど
放
送
・
通
信
、
消
防
、
選

挙
制
度
等
を
所
管
す
る
総
務
委

員
会
。こ
の
二
つ
の
常
任
委
員
会

を
通
じ
て
日
本
国
の
根
幹
行
政

を
担
って
い
ま
す
。さ
ら
に
憲
法
審

査
会
の
50
人
の
委
員
に
選
ば
れ
、

選
挙
権
年
齢
の
20
歳
か
ら
18
歳
へ

の
引
き
下
げ
等
や
今
後
の
憲
法

の
あ
り
方
を
審
査
し
て
い
ま
す
。

　

議
院
内
閣
制
は
政
府
・
与
党
一

体
が
原
則
で
す
。各
分
野
に
わ
た

る
政
策
は
自
民
党
の
政
務
調
査

会
の
了
承
な
し
に
は
政
府
の
法
案

に
は
な
り
ま
せ
ん
。自
民
党
で
は

毎
朝
8
時
か
ら
政
務
調
査
会
の

各
部
会
が
開
か
れ
、法
案
審
査
を

行
い
ま
す
。土
屋
正
忠
代
議
士
は

各
部
会
に
参
加
。市
長
の
経
験

を
活
か
し
、
発
言
を
続
け
て
い
ま

す
。最
近
で
は
治
安
・
テ
ロ
対
策

調
査
会
の
事
務
局
長
と
し
て
来

年
の
サ
ミ
ッ
ト
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
対
策
の
強
化
、教
育
委
員
会
改

革
、交
通
政
策
で
地
域
の
公
共
交

通
網
整
備
、医
療
改
革
、税
制
調

査
会
で
地
方
法
人
税
の
外
形
標

準
課
税
や
、
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致

事
件
解
決
の
た
め
の
制
裁
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム（
Ｐ
Ｔ
）の
事
務

局
長
等
活
躍
し
、
安
倍
内
閣
を

支
え
て
い
ま
す
。

　

4
月
22
日
小
型
無
人
機
ド

ロ
ー
ン
が
首
相
官
邸
屋
上
で
発

見
、対
策
が
急
務
と
な
っ
た
。前
国

家
公
安
委
員
長
・
古
屋
圭
司
代

議
士
の
も
と
立
法
チ
ー
ム
が
で

き
、
土
屋
正
忠
代
議
士
は
事
務

局
長
と
な
り
僅
か一か
月
余
り
で

法
案
を
つ
く
り
6
月
12
日
に
衆

議
院
に
提
出
。ま
た
小
学
校
五
年

生
の
児
童
を
自
然
に
恵
ま
れ
た

農
山
漁
村
で
体
験
教
育
を
行
う

奨
励
法
の
策
定
の
た
め
、
自
民
党

小
委
員
長
と
し
て
先
頭
に
立
っ
て

い
ま
す
。昨
秋
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ

の
取
り
締
ま
り
強
化
に
も
、厚
労

省
、警
察
庁
、法
務
省
幹
部
と
打

ち
合
わ
せ
法
改
正
を
提
言
、田
村

前
厚
労
大
臣
を
中
心
に
議
員
立

法
で
成
立
さ
せ
、
被
害
が
激
減
し

て
い
ま
す
。

衆
議
院
常
任
委
員
会
で

国
家
財
政
や
地
方
行
政
を
支
え
る

自
民
党
政
務
調
査
会

政
策
づ
く
り
に
市
長
の
経
験
を
活
か
し
て

ド
ロ
ー
ン
規
制
法
、自
然
体
験
促
進
法
、

危
険
ド
ラ
ッ
グ
取
締
強
化
法―

議
員
立
法
で
も
活
躍

自

民

共

黒田東彦・日銀総裁を招致し質疑

対北朝鮮制裁案を安倍内閣総理大臣、
山谷拉致問題担当大臣、岸田外務大臣に答申

　

駐
日
欧
州
連
合
代
表
部
イ
ス
テ
ィ
チ
ョ

ア
イ
ア
大
使
か
ら
「
土
屋
市
長
お
久
し
ぶ

り
で
す
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
の
に
は
驚

い
た
。岸
田
外
務
大
臣
主
催
の
前
Ｅ
Ｕ
大

統
領
フ
ァ
ン
ロ
ン
パ
イ
さ
ん
の
歓
迎
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
の
席
上
だ
。

イ
ス
テ
ィ
チ
ョ
ア
イ
ア
大
使
は
ル
ー
マ

ニ
ア
国
外
交
官
で
駐
日
公
使
を
務
め
た
経

歴
を
持
ち
、
武
蔵
野
市
と
ル
ー
マ
ニ
ア
国

ブ
ラ
シ
ョ
フ
市
の
交
流
で
仲
立
ち
を
し
て

い
た
だ
い
た
。今
は
Ｅ
Ｕ
の
国
際
公
務
員
と

し
て
駐
日
大
使
の
重
責
を
担
って
い
る
。

　

６
月
29
日
、駐
日
E
U
代
表
部
を
改
め

て
訪
問
。ギ
リ
シ
ャ
危
機
等
、欧
州
全
般
に

つい
て
意
見
交
換
し
た
。

　

1
月
29
日
、
韓
国
忠
清
北
道
知
事
・

李
始
鐘（
イ
シ
ジ
ョ
ン
）さ
ん
来
訪
。韓
国

に
は
9
つ
の
道
、
9
人
の
公
選
知
事
が
地

方
政
治
の
中
心
だ
。

　

李
始
鐘
知
事
は
か
つ
て
忠
清
北
道
忠

州
市
長
を
務
め
、そ
の
後
国
会
議
員
と
な

り
、今
は
韓
国
９
道
の
知
事
の
ま
と
め
役
、

会
長
と
し
て
大
活
躍
だ
。

　

20
年
前
、
忠
州
市
と
武
蔵
野
市
が
友

好
都
市
と
な
り
、
市
民
交
流
や
職
員
交

流
な
ど
は
じ
め
た
時
の
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
。

15
年
ぶ
り
の
再
会
に
お
互
い
に
感
激
し
、

抱
き
合
っ
て
再
会
を
祝
っ
た
。

　

中
央
線
三
鷹
〜
立
川
間
13
ｋｍ
の
高
架

化
事
業
は
1
8
0
0
億
円
の
巨
費
を
投

じ
て
平
成
22
年
完
成
。駅
舎
や
側
道
な
ど

関
連
工
事
が
行
わ
れ
、
平
成
27
年
３
月
に

清
算
が
完
了
し
た
。

　

高
架
化
に
よ
り
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
1
時

間
に
1
〜
2
分
し
か
開
か
な
か
っ
た
小
金

井
街
道
踏
切
を
は
じ
め
、東
小
金
井
駅
北

口
区
画
整
理
、
武
蔵
境
駅
南
北
の
街
づ
く

り
が
画
期
的
に
進
ん
だ
。清
野
会
長
に
御

礼
を
申
し
上
げ
た
。

第103号第103号

「
お
久
し
ぶ
り
で
す
」と
旧
交
を
温
め
る

駐
日
E
U
大
使
、韓
国
知
事
会
長

ムーバス

ちゅうバス

駐
日
ル
ー
マ
ニ
ア
公
使
が

今
や
E
U
の
駐
日
大
使
に

日
本
と
韓
国
の
友
好
を
期
し

李
始
鐘
知
事
と
再
会

Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
清
野
会
長
に

中
央
線
高
架
化
事
業
完
成
の

成
果
を
視
察
し
て
い
た
だ
く

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
行
20
周
年

市
民
の
足
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
1
9
9
5

年
11
月
、
武
蔵
野
市
の
吉
祥
寺
駅
か
ら
１

周
東
回
り
の
路
線
「
ム
ー
バ
ス
」
が
走
り
始

め
た
の
が
き
っ
か
け
だ
。20
年
た
っ
た
今
日

で
は
全
国
1
7
4
0
区
市
町
村
の
う
ち

1
1
0
0
区
市
町

村
が
走
ら
せ
国
民

の
足
と
し
て
定
着

し
て
い
る
。

◆
編
集
後
記
◆

●
今
号
は
特
集
と
し
て
、
日
本
の
存

立
と
、
安
全
を
守
る
た
め
に
は
ど
う

す
べ
き
か
、
今
国
会
の
平
和
・
安
全

保
障
法
制
を
軸
に
土
屋
正
忠
代
議

士
の
見
解
を
ま
と
め
ま
し
た
。

●
１
・
4
面
は
代
議
士
の
国
会
活

動
や
地
域
活
動
の
近
況
を
記
事
に
い

た
し
ま
し
た
。

●
後
援
会
の
皆
様
の
日
頃
の
ご
支
援

に
感
謝
し
つ
つ
、
8
月
25
日（
火
）恒

例
の
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
で
お
目
に
か
か

り
ま
し
ょ
う
。

COCOバス

イスティチョアイア大使（右）と、
EU駐日代表部にて

李始鐘知事（左）と議員会館にて

JR東日本・清野会長（中央）、
稲葉・小金井市長（右）と
小金井街道踏切跡にて

１９９５年１１月運行開始 ２００３年３月運行開始

２００３年１２月運行開始




